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Our Water, Our Future
―シンガポールの水政策―

シンガポールを象徴する観光地として、「マーライオ
ン」と「マリーナベイサンズ」を思い浮かべる人が多い
かもしれません。それでは、その 2 つがあるシンガポー
ル川河口の水辺のエリアが、実は「貯水池」だというこ
とをご存じだったでしょうか。

また、シンガポールの水道水は世界保健機関（WHO）
の飲料水水質ガイドラインを満たしており、蛇口からの
直接飲用が可能となっています。

今回はそんなシンガポールの水にまつわる取り組みを
紹介します。

国家の命運を握る水の確保
シンガポールは赤道の北 136.8km に位置しており、

熱帯雨林気候に属しています。そのため、雨季と乾季が
あるといわれていますが、1 年を通して高温多湿であり、
年間降水量は約2,400mmに達する雨の多い地域です。
しかしながら、①狭く平坦な国土であり水源林等も少な
いことから保水・貯水能力が乏しい、②効率的に取水で
きる大きな河川がない、③狭い国土に約560万人が暮ら
す超過密都市である、④政府が積極的に産業誘致を行っ

ているため工業用水の需要が増えている、といった要因
から、常に「水不足」という課題と闘っています。

実際、1965 年の建国以来、国内の水源だけではすべ
ての消費量を賄うことができないことから、水供給の一
部を隣国マレーシアからの輸入に依存しており、水の安
定的な供給は、シンガポールという国家の命運を握る重
大な問題だといえます。

シンガポール政府はこの課題に対して、「4 つの蛇口
（Four National Taps）」、すなわち、① 17 カ所の貯水
池、②隣国マレーシアからの輸入水、③ニューウォー
ターと呼ばれる下水再生水、④海水の淡水化、を中心と
する水源の開発や循環利用の推進に積極的に取り組んで
います。そして、2060 年までに国内での完全自給を目
指しています。

同時に、これまでの水資源開発への取り組みを通じて
培ってきた経験をもとに、国内外の企業による水関連産
業の世界的な拠点としての地位確立も目指しています。
「水不足」という国家の課題に向き合いながらも、そ

れを逆手に世界に攻め込んでいるのがシンガポールの水
政策なのです。

シンガポールの４つの蛇口
それでは、もう少し具体的にシンガポールにおける

水の供給源である「4 つの蛇口」について紹介していき
ます。
１　貯水池

平坦な国土であるため、大規模なダムによるものでは
なく、多くは河口や入り江を封鎖することによって水を
貯める淡水貯水池となっています。貯水池は現在 17 カ
所あり、すべてを合わせると国土に占める集水可能地域
は 67％となっています。政府は、今後この地域の割合
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シンガポールを象徴する観光地のマリーナエリア



を 90％にすることを計画しています。冒頭で述べたマー
ライオンが建つエリアはマリーナ貯水池と呼ばれ、15
番目の貯水池として 2008 年 11 月から運用を開始し、
シンガポールの水需要の 10％に対応できる規模となっ
ています。

このマリーナ貯水池の河口にはマリーナバラージと呼
ばれる長さ 350m の堰

せき
が設けられ、豪雨時には余分な

雨水を貯水池から海に放出することができ、「治水」と
しての機能も有しています。また、マリーナバラージに
併設する「Sustainable Singapore Gallery」では、貯
水池の働きやシンガポールが環境に対してどのように持
続可能な開発を進めているかを学ぶことができます。加
えて、ギャラリーの屋上は緑化され、凧揚げやジョギン
グなど国民がレジャーを楽しむことができるレクリエー
ションの場ともなっています。
２　輸入水

国内の水源だけでは不足する原水を隣国マレーシアの
ジョホール州から購入しています。2国を隔てるジョホー
ル海峡には地上と地下に複数の送水管が設置され、シン

ガポールに向けて送水されています。当初は、1961 年
に締結されたテブラウ川、スクダイ川を水源とする契
約と、1962 年に締結されたジョホール川を水源とす
る契約が結ばれていました。しかし、前者については
2011 年に期限を迎え、その際には国内の水調達源を強
化したことを背景に契約の更新をせず、ジョホール州に
ある水処理施設４カ所をマレーシアに譲渡しました。後
者については、2061 年が契約期限となっていますが、
シンガポール政府はそれまでに水の完全自給を目指して
います。
３　下水再生水「NEWater」

NEWater（ニューウォーター）は、下水を処理場で
通常処理した後、さらに高度な浄化処理を施した再利用
水です。①精密ろ過、②逆浸透ろ過、③紫外線による殺
菌という 3 段階の処理を経ることで、飲用可能な水準ま
で浄化することができます。①と②の過程においては、
日本企業の技術が大きく貢献しています。

このニューウォーターは飲用としても安全ですが、主
に工業用水として利用されています。また、その一部は
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出典：シンガポール公共事業庁資料　OUR WATER OUR FUTURE から作成
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一度貯水池に戻され雨水等と混合された後、通常の浄化
処理を経て一般家庭にも供給されています。こうするこ
とで心理的な抵抗を減らすとともに、処理過程で失われ
たミネラル分を添加できるという利点があります。現在、
シンガポール国内では 5 カ所のニューウォーター工場
が稼働し、全水需要の約 40％を賄うことができます。
さらに 2060 年までには、この割合を 55％に引き上げ
ることとしています。

また、ニューウォーターに対する理解を促す施設と
して「NEWater Visitor Centre」が開設されていま
す。この施設では、
ニューウォーター
の製造過程を学習
できるとともに、
節水について学ぶ
ことができます。
ガイドツアーでは
ペットボトルに入
れ ら れ た ニ ュ ー
ウォーターが配付
され、高度な技術
によって作られた
水を実際に味わう
ことができます。
４　海水の淡水化

海水の脱塩水による水の確保は、シンガポール西部に
位置するトゥアス地区で海水淡水化プラントが操業を開
始した 2005 年から始まりました。2013 年には２カ所
目となるプラントが操業を開始し、2 つの工場での造水
能力は約 45 万 m3/日となっています。現在、シンガポー
ルの水需要の 25％を満たすことが可能となっており、
2020 年までにはさらに 2 カ所に淡水化工場を建設し、
水需要の 30％を満たすことを目標にしています。

水関連産業の国際拠点を目指して
ここまで紹介してきたように、シンガポールは水不足

という国家の課題に対して「４つの蛇口」による水源の
確保や国民へ水の有効利用を呼びかける活動に取り組ん
でいます。そして、その課題に向き合う中で水関連産業
の集積を活用して、この分野をシンガポールの強みとし

て売り出していこうとしています。
その取り組みのひとつが、シンガポール国際水週間

（SIWW : Singapore International Water Week）の
開催です（2008 年から毎年開催、2012 年から隔年開
催）。これは、シンガポールの環境水資源省（MEWR）
とその管下にある公益事業庁（PUB）によって設立さ
れた企業が主催しているイベントで、期間中、革新的な
水処理に共同で取り組むグローバルなプラットフォーム
の場に、世界中から政府関係者や国際機関、専門家や事
業者などが一堂に会して、情報交換や商談等が行われて
います。

7 回目となる昨年 2016 年 7 月の開催時（3 日間）
には、世界中から 1,028 社・団体が出展し、世界 115
カ国・地域から 2 万人以上が参加しました。

このイベントでは、日本貿易振興機構（JETRO）も
5 回目となるジャパンパビリオンを設置し、28 社・団
体が出展して日本の持つ技術力等を PR していました。
また、企業のみならず、日本の地方自治体（横浜市や福
岡市）もブースを設置し、水処理技術等や漏水の少なさ
などを PR していました。横浜水ビジネス協議会や福岡
市国際ビジネスプラットフォームのように、自治体と
企業等が連携して出展していたことも特徴の一つといえ
ます。

このように、「水」の分野は、日本の地方自治体が国
際展開できる主要な分野の一つであるといえます。そし
て、「水の安定的供給」という国家の課題を強みとして
も捉え、さまざまなパッケージで世界に売り込みをかけ
るシンガポールで、今後の新たなビジネスチャンスの方
向性を探ってみてはいかがでしょうか。

21自治体国際化フォーラム｜ November 2017 Vol. 337

2016 年に開催された国際水週間の様子

飲用可能なニューウォーター


